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Ⅰ 問題  

特別支援学校学習指導要領における知的障害の

高等部の保健体育科の目標は、運動領域をさらに

広げるとともに、将来の余暇活動も視野に入れた

適切な運動の経験や健康・安全についての理解を

とおして、心身の調和的発達を図り、明るく豊か

な生活を営む態度と習慣を育てることである(文

部科学省，2009)。 

松坂・茂木・吉野（2013）は、知的障害児の運

動スキルに関する調査において、特別支援学校（知

的障害）の生徒は、マット、鉄棒、跳び箱、水泳

の運動技能の習得がむずかしく、体育の授業では、

短距離走、持久走、水泳、ストレッチ、サーキッ

トトレーニングなどの個人種目が多く、サッカー

を除くボール運動の取り組みが少ないと報告して

いる。また、松坂・茂木・吉野（2013）は、「体育

の授業で取り上げる教材と運動スキルの関係につ

いて、例えば、鉄棒は「できない」から取り上げ

ないのか、取り上げないからできないのかがわか

らなかった」と報告している。 

さらに、「ある運動課題にどれほどの時間を配当

すれば、どのくらいの児童生徒がその運動技能を

習得できるのかも一人一人によって大きく異なる

（松坂・茂木・吉野，2013）」と述べている。その

ために、アダプテッド体育では、各運動種目がも

っている本来の目的や方法に従った運動をするこ

とが基本であるが、器械、器具や用具を提示し、

自分にとって可能な動きを工夫することも必要で

ある（齊藤，2014）。障害のある生徒の健康の保持

増進や体力の増強にかかわる体育の分野では、特

別な工夫と配慮が今まで以上に求められることと

なる（齊藤，2014）。そして、すべての教員は、生

徒の障害を理解し、健康の保持増進や体力の増強

にかかわる支援や指導を学ぶことが必要であり、

特に体育の教員はアダプテッド体育を知る必要が

ある（齊藤，2014）。  

特別支援学校（知的障害）高等部では、中学部

から進級する生徒と特別支援学級から進学してく

る生徒がおり、生徒の実態の幅が広がっており、

現状を把握し、アダプテッド体育としての工夫や

配慮が、これまで以上に必要になっている。 

Ⅱ 目的 

特別支援学校（知的障害）高等部において実施

している体育の授業の実施状況及びアダプテッド

体育としての取り組みについて、実際に行ってい

る具体的な工夫点や配慮点を明らかにし、アダプ

テッド体育において必要とされる生徒個々の実態

に応じたグループ編成やルール変更、補助具の活

用、運動経験の拡大と運動技能の獲得のための工

夫について検討する。 

１ 特別支援学校（知的障害）高等部における体

育の授業の実施状況 

２ 実態に応じた運動経験の拡大と運動技能の獲

得のための工夫 

３ アダプテッド体育と地域・社会との連携 

Ⅲ 方法 

１ 特別支援学校(知的障害)高等部における体育 

の授業に関する質問紙調査 

予備調査をもとに、Ａ県内の特別支援学校(知的

障害)の全 24 校の高等部の体育担当教員(各学年

１名ずつ)を対象とし、郵送配布による質問紙調査

を実施する。 

内容は、次のＡ～Ｃである。 

Ａ．体育の授業の実施状況（名称、回数、時間、

場所、生徒の実態、集団編成、指導の体制） 

Ｂ．実態に応じた運動経験の拡大、運動技能を獲

得するための工夫（体育の授業で取り上げてい

る種目、指導計画上の時間配分、指導計画立案

のための工夫） 

Ｃ．アダプテッド体育（アダプテッド・スポーツ



 

 

の考え方） 

２ 体育担当教員が行っている有効な手だてと授 

業改善の方法に関する面接調査 

体育の授業において、有効だと考えられる具体

的な手だてと配慮点について体育の担当教員４名

を対象とし、面接調査を実施する。 

内容は、質問紙調査の結果、有効だと考えられ

る具体的な手だてと配慮点についてである。 

３ 倫理的配慮 

 上越教育大学研究倫理審査委員会の承認を受け

ている（承認番号 26-63）。 

Ⅳ 結果及び考察 

１ 特別支援学校(知的障害)高等部における体育 

の授業に関する質問紙調査 

１）回収結果 

 調査用紙を送付した 24 校中９校（回収率 38％）

から返信があり、依頼した教員の人数 70 人中 25

人（36％）から回答があった。すべて有効回答と

した。 

２）体育の授業の実施状況 

授業を行う場所は、「運動場」「体育館」と回答

した教員が 24 人、「プール」18 人だった。集団編

成は、「学年別」と回答した教員が 19 人、「運動

能力別」16 人、「学部別」14 人だった。 

「朝の運動」では、体育の内容を扱っているが、

日常生活学習の授業として、体力づくりを日常の

毎日の日課に位置付け、運動の習慣化を図ってい

る学校もあった。 

 体育の授業を実施する場所では、運動場、体育

館、プールと回答した教員がそれぞれ 70％以上あ

り、特定の場所で行われる体育の授業が多いこと

が分かった。 

３）実態に応じた運動経験の拡大、運動技能の獲

得を図るための工夫 

運動経験の拡大をねらいとした種目は、「水泳」

25 人、「球技」22 人、「陸上競技」20 人、「準備

（整理）体操」19 人、「器械体操」15 人、「ダン

ス」14 人、「武道」２人であった（図１）。 

運動技能の獲得では、「球技」24 人、「水泳」21

人、「器械体操」12 人、「ダンス」12 人、「準備（整

理）体操」17 人であった。また、「陸上競技」20

人、「武道」２人であった（図２）。 

運動経験の拡大と運動技能の獲得をねらいに行

った種目としては、「水泳」が一番多く、「球技」

「陸上競技」が次いで多かった。特に、「水泳」で

は「潜る」「泳ぐ」「蹴伸び」など（図３）、普段陸

上では経験できない活動であることが、運動経験

の拡大として重視されている。運動技能の獲得で

も「クロール」や「バタ足」など（図４）、陸上で

は獲得しにくい動作を習得することをねらいとし

ていることが分かる。「球技」では、運動経験の拡

大、運度技能の獲得ともに「サッカー」や「バス

ケットボール」が多かった。また、「サッカー」や

「バスケットボール」は、ボールとゴールがあれ

ばできるスポーツであるということも、頻繁に行

われている理由に挙げられる。逆に、ボール以外

に、バットやグローブ、シャトル、ラケットなど 

 

 

図１ 運動経験の拡大がねらいの種目 

図２ 運動技能の獲得がねらいの種目 



 

 

を揃えなければできないようなスポーツは、回答

も少なかった。 

「陸上」では、運動経験の拡大、運動技能の獲

得どちらも「持久走」が一番多く、体力をつける

ことや運動量を確保するためにも、運動経験の拡

大、運動技能の獲得を図る必要があると考えてい

る教員が多いことが考えられる。また、数は少な

いが、「その他」としてあがっていた「フライング

ディスク」は、作業所や施設等で取り上げられて

いる運動の種目でもあり、生涯スポーツとしてつ

なげられたらよいのではないかと考える。 

４）アダプテッド体育について 

 アダプテッド・スポーツを知っている教員は、

６人であった。また、文献等や研修会等を知って

いる人も７人だった。しかし、生徒の実態に合わ

せての工夫では、「補助具等を使用する」21 人、

「小グループを作る」20 人と実践している教員は

多くいた。他にも「わかりやすい運動を選択する」 

 

 

図３ 水泳で運動経験の拡大がねらいの種目 

 

図４ 水泳で運動技能の獲得がねらいの種目 
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項目 人数 

補助具を使用する 21 

小グループを作る 20 

ルールを変更する 19 

わかりやすい運動を選択する 18 

生徒にあった負荷量にする 18 

できそうな運動を選択する 16 

複数の生徒が協力して行う場面や活動を設定する 14 

体力にあった時間設定をする 11 

その他 ０ 

複数回答（ｎ=25） 

18 人、「生徒にあった負荷量にする」18 人、「ル

ールを変更する」19 人、「繰り返し何回も行う」

19 人だった（表１）。 

アダプテッド・スポーツを「知っている」と回

答した教員は、６名と少なく、また、アダプテッ

ド・スポーツまたは、アダプテッド体育の研修会

等に参加したことがある教員は２名と更に少なか

った。しかし、体育の授業において行っている工

夫や配慮では、「補助具を使用する」「小グループ

を作る」「ルールを変更する」などは、多くの教員

が実践している。つまり、ルールや補助具を使用

することで生徒の実態にスポーツを合わせること

であり、生徒の実態を正確に把握し、生徒一人一

人に合った支援の仕方が、特別支援学校では、日

常的に行われており、生徒の実態に合った支援が

できていると考えることができる。 

アダプテッド・スポーツやアダプテッド体育と

いう言葉や考え方、具体的な工夫や配慮点を知る

ことで、生徒に対する支援の幅を更に広げること

ができ、より多くの選択肢を生徒に提示できるこ

とにつながると考える。 

２ 体育担当教員が行っている有効な手だてと授 

業改善の方法に関する面接調査 

授業を行う上で場所を設定するときに、４名の

教員全てが言っていたことは、まずは生徒の安全

を確保するということだった。安全管理をすると

いうことは当然のことであるが、その取り組みは

様々であった。グループごとに活動場所を分ける、



 

 

ネットなどの物を使用して分ける、教員が立つこ

とで境を示すなど、生徒が理解しやすい方法で安

全を確保していた。 

また、授業で種目に取り組むときには、ねらい

や実態に応じたルールの簡素化、補助具の開発と

有効活用、生涯スポーツにつながる種目の選択な

ど、工夫することが重要であるが、指導時間を確

保しないと、運動経験の拡大や運動技能の獲得は

むずかしい現状がある。 

しかし、そのような現状の中でも、球技を指導

することにおける工夫について、シュートを行う

にしても、パスを行うにしても、目印を準備する

ことが重要であることが示唆された。例えばサッ

カーのシュートでいえば、ゴールに鈴をつけて鳴

るようにしたり、キャラクターをネットの先にお

いて、キャラクターめがけて蹴ることで、蹴る方

向を明確にするなどが挙げられた。また、運動技

能の獲得をめざすことも大切だが、試合に活かせ

る動きを学ぶことも大切であるとされており、試

合に活かせる動きを学ぶ指導は、多数の生徒を対

象にして教員１人で指導するよりも、他の教員と

協力し、複数で指導することが必要であることも

示唆できる。 

特別支援学校で行っている体育の授業では、大

きく分けると３つの配慮点が指摘された。１つは、

ルールの簡素化である。特別支援学校の生徒や卒

業生が理解することができる簡素化したルールで、

他の学校種の生徒や社会人にとっても楽しくでき

る簡素化したルールが必要である。ルールを簡単

にしつつも、両者が楽しく活動できるような配慮

が重要になる。 

 ２つ目は、アダプテッド・スポーツやアダプテ

ッド体育を行う場の設定である。どこで行うか、

どれくらいの頻度で行うか、どのような種目を行

うか、どのような配慮や工夫を行うか、支援する

か、生徒たちの実態をよく知る学校の教員が行っ

たり、地域にいるスポーツ指導者などと連携して

行ったりすることが必要となる。そうすることに

よってアダプテッド・スポーツやアダプテッド体

育を長期に渡り、継続することが可能になるので

はないかと考える。 

３つ目は、種目の選択である。特別支援学校で

様々な種目を授業で取り上げているが、体育的行

事に向けて行っている場合も多く、卒業後の生涯

スポーツへの経験という意味では、授業を行う回

数は少ない。学校で学んだサッカーやバスケット

ボール、水泳、タグラグビー、ボッチャ、フライ

ングディスクなども生涯スポーツとして取り組む

ことがでる。 

Ⅴ 総合考察 

 アダプテッド体育はまだ周知されているとはい

えないが、特別支援学校（知的障害）高等部の体

育の授業においては、障害の状態や学校の実情に

よって、様々な工夫や配慮をしながら実践してい

ることが分かった。 

 特に、補助具の使用や小グループの編成、ルー

ルの簡素化などの他に、場の安全確保、練習方法

の工夫、時間の確保などを重要して実践している

ことが示唆された。 

また、水泳や球技、陸上競技などでは運動経験

の拡大や運動技能の獲得はむずかしい現状がある

が、タグ・ラグビーやボッチャ、フライングディ

スクなど、生涯スポーツにつながる種目を取り入

れることも行われていた。 

特別支援学校（知的障害）高等部生徒の重度・

重複化、多様化が進み、実態の幅が広くなってい

るが、全ての教員がアダプテッド体育を知り、全

ての生徒が体育の授業を通して運動の楽しさを知

ってもらうために、生徒の実態に配慮し、工夫さ

れたアダプテッド体育の実践が必要である。 
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